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1位　置

森林林業技術センター本所　　宍粟市山崎町五十波430

林業研修館

川戸実習舎

緑化センター

2　土地・建物

宍粟市山崎町五十波430－2

宍粟市山崎町川戸1283－1

朝来市山東町野間902－3

（単位：最）

区　　　　分 �7�������&��建　　　　　　物 剩�@　　考 

建　面　積 �H��lｨ�����

本　　　　所 �3��3#�h�C#R�3，220．39 滴�3#C��C迭� 

研　修　館 ���3都8�Csr�1，380．04 ���3涛8�C�"� 

川戸実習舎 �3x�3�#x�C���389．44 �3��CCB� 

緑化センター ���8�3ンx�C���756．40 塔ヨ�Cs�� 

合　　　　計 田#(�3��H�C�"�5，746．27 度�3S#��C��� 

3　予　算（平成21年度当初）

（単位：千円）

項　　　　　目 ���ｾ�������ｧ｢�備　　　考 

職　　　　　　員　　　　　　費 ��S8�3��r� 

森林林業技術センター維持運営費 鼎H�3c�"� 

森林林業技術センター研究費 店�3sC�� 

合　　　　　　　　　　　　　計 �#�H�3#3�� 



4　機　構

所　　　　付

資　源　部

資源部（普及担当）

木材利用部

緑化センター

【分掌事務】

庶務、経理、財産管理

豊かな森林空間を創出する技術開発、

自然災害に強い森づくりのための技術開発、

行政依頼事業

林業生産技術、県産材の利用促進及び森林整備の推進等の普及

県産木材の利用を進める技術開発、技術指導及び依頼試験

林木育種事業、優良種苗生産事業

区　　　　分 剳ｪ　　　掌　　　事　　　務 

森 傀ｨ������WB�1．庶務（県立林業研修館の庶務を含む）に関すること 

2．前号に掲げるもののほか、他部の所掌に属しないこと 

資　源　部 ���I}�m�,ﾈ支顗ｷ�-�孜V8,ﾈ韋ﾋ�ﾊHｸh,亊h+x.�+�,b�

2．森林の育成についての試験研究に関すること 

3．森林保護についての試験研究に関すること 

林 �4．林業経営についての試験研究に関すること 

林 �5．特用林産物についての試験研究に関すること 

業 技 術 セ ン �6．森林の多面的機能の維持増進についての試験研究に関すること 

7．森林の総合的な利用についての試験研究に関すること 

資　源　部 ���I}�ｼiX�ｷ倡y;�醜,ﾈ轌;�,亊h+x.�+�,b�2．林業技術の研修計画の策定及び研修の実施に関すること 

タ ��儿�ｷ�%99h�｢�3．普及指導に必要な調査及び研究に関すること 

l �4．普及指導に必要な情報の収集及び提供に関すること 

木材利用部 ���Im胃�,ﾈ��ﾔ�,�,(*(,H,ﾈ韋ﾋ�ﾊHｸh,亊h+x.�+�,b�
2．木材の利用についての試験研究に関すること 

緑化センター ���I}�m�x顗,�,(*(,H,ﾈ韋ﾋ�ﾊHｸh,亊h+x.�+�,b�
2．林業種苗及び緑化樹の育成及び配布に関すること 
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5　職　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年3月31日現在）

（1）職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

所　付 倬�ﾋ兀B�木材 利用部 儿�ｷ兀B�緑化セ ンター 俘x��ﾇb�

事　　務　　職 �2� �� ��3 

技　　術　　職 ���5 釘�4 �����｢�14 

技　能　労　務　職 ���3 ��� ��5 

非常勤嘱託員 �� �� �"�2 

合　　　　　　計 迭�8 迭�5 �����｣"�24 

1所長兼資源部長は所付に含めた。

2　緑化センター（）外書は、資源部からの兼務職員である。

（2）職員一覧

職　　　名 倩�������kﾂ�職　　　名 倩�������kﾂ�

所　　　　　　長 傴ﾈ��68��H���[b�（資源部普及担当） 主　　幹 ��H��ﾜ�������ﾉ"�

所　　　　　　付 ��ﾘ��68��y���爾�

副　　所　　長 剞黶@門　技　術　員． ����nﾈ��l���u��

課　長　補　佐 �:���68�������2�／／ 兌ﾘ��nﾈ��ﾔh��ﾔｲ�

主　　査 主任技師 伜)69+ﾈ���[ﾘ皐ﾋ9�ﾒ�／／ 舒(���ｨ������uB�

木材利用部 木材利用部長 主任研究員 〝 研究員 技師 ��Y�馥ｹ&｢��)69LﾙTb�迄鯖'���鞐)&ﾘﾗ2��)69+ﾉnr�

資源部 資源部長 主任研究員兼研究主幹 主任研究員 〝 〝 研究員 主任技師 技師 職員 ��傴ﾉ69H饉h�｢���68椹|｢�冑ﾊ��x爾��)�8ﾆ��驟��:�;��xﾆ��嫌8ﾈﾔ��ﾂ�ｻIgｹ(亳��(i�ﾉ]r�ｮ),驢��2�

緑化センター 所長（非常勤嘱託員） 主任研究員憶源部兼務） 非常勤嘱託員 亳ynﾉdﾂ���hﾊ��x耳�｢�鉑gｹ�H躋�
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1試験研究

（1）項目一覧

ア　主要研究課題

名　　　　　　称 侈HｸhｯｨｭB�担　当 俥�ﾋ仞iZ｢�

1．松くい虫抵抗性アカマツを利用した環境に優しいマツ林再 兌ﾓ���ﾃ#"�[ﾓ#��ﾃ#"�[ﾓ#��ﾃ#B�[ﾓ#��ﾃ#2�[ﾓ���ﾃ#"�資源部 資源部 資源部 資源部 資源部 侈y%��ﾊy%��ﾊy%��ﾊy%��自YHﾙ�ﾌ��

生技術の開発 

2．里山林におけるカシノナガキクイムシによるナラ枯損被害 

の予防技術の確立 

3．広葉樹林内での菌根性きのこ栽培の確立とそれを利用した 

里山林整備の支援 

4．里山管理後の変容過程の解明と持続可能な里山管理手法の 

開発 

5．災害に強い森づくりに向けた森林の造成・管理技術の開発 

6．動物との共存の森づくり技術の開発 兌ﾓ���ﾃ#"�資源部 �ｩYHﾙ�ﾌ��

7．木造住宅部材の適正含水率の把握と測定技術の向上 兌ﾓ���ﾃ#��木材利用部 侈y%��

8．県産広葉樹材の材質特性の把握と建材等への利用開発 兌ﾓ���ﾃ#2�木材利用部 侈y%��

9．高付加価値林業の創造に関する研究 兌ﾓ#��ﾃ#"�資源部 侈y%��

10．県産無垢内装材の利用嶺術向上に向けた寸法安定性試験 兌ﾓ#��ﾃ#2�木材利用部 侈y%��

11．県産スギ材を横架材に使用するための技術整備 兌ﾓ#��ﾃ#R�木材利用部 侈y%��

12．樹皮の土木資材への活用と機能の調査 兌ﾓ#��ﾃ#"�木材利用部 侈y%��

イ　一般研究課題

なし

ウ　重点領域研究

なし
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工　行政依頼事業

名　　　　　　称 �ｹxｨｴ�ｭb�研究期間 �%8��9b�

1．松くい虫発生予察事業 囘ﾈ*�,���,8*ﾘ.�ｲ�昭54－ 倬�ﾋ兀B�

2．薬剤防除自然環境等影響調査 囘ﾈ*�,���,8*ﾘ.�ｲ�昭52－ 倬�ﾋ兀B�

3．菌根菌感染苗木の効果検証調査および苗畑での増 俾��(擺����(擺�}�k�攤�����(攤���dﾈ*�,���,8*ﾘ.�ｲ�ﾔ鮎i�Xｻｸ擺�平20－ 平151 平18－ 平8－ 倬�ﾋ兀B���ﾋ兀B���ﾋ兀B�m胃騫駅�YB�

殖方法の検討 

4．針葉樹林・広葉樹林における本数調整伐木後の土 

砂流出抑止効果調査 

5．県民緑税活用事業の効果検証調査 6．技術開発指導員設置事業 

7．木材強度等の依頼試験 冕�Hｮ仂b�平8－ 冦胃騫駅�YB�

8．林木育種事業 凩�k�擺�昭34－ 倬�ﾋ兀B�

9．優良種苗生産事業 凩�k�擺�昭31－ 倬�ﾋ兀B�

オ　民間等受託研究等

名　　　　　　称 ���Xｴ�ｭb�研究期間 �%8��9b�

1．梁受け金物接合部の強度性能試験 �8ﾈﾏXｴ�ﾝ��乘H�｢�平21 冦胃騫駅�YB�

2．横架材端接合部の美大強度試験 3．給水ポリマーを用いた植栽試験 �$�F駑��(����Xｻｲ�ｺhｶ8橙��ti��ｸ�乘H�｢�平21 平21 冦胃騫駅�YB�m胃騫駅�YB�
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（2）新規に実施した業務

ア　主要研究課題

1課題名　里山管理後の変容過程の解明と持続可能な

里山管理手法の開発

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成21年～23年度

4　担　当　資源部

5　背　景

里山林の再生・保全は、里山景観の維持をもたらし、

災害等を軽減して暮らしの安全等につながることから、

今後も持続可能な里山生態系を維持できる管理方法の開

発が必要である。

6　日　的

里山管理後のモニタリング調査から、林分構造や種組

成の変化と今後の動向を明らかにし、持続的に健全な里

山生態系を維持できる林分構造・省力化した管理方法を

開発する。

7　構　成

（1）管理後15年経過した里山林における、種多様性保全

機能等の評価巾21）

（2）里山管理の強度（間伐、皆伐等）・頻度（下草刈り回

数等）と、植生の多様性との関係解析（肥卜22）

（3）植生の生物多棟性を長期的に維持できる林分構造・

省力化した管理方法の解明0ゼ2－23）

1課題名　県産無垢内装材の利用技術向上に向けた

寸法安定性試験

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成21年～23年度

4　担　当　木材利用部

5　背　景

県ではマンション等の内装材として県産材の利用促進

を図っている。木材は温湿度に応じて含水率が変化し、

それに伴って寸法が変化するため、高気密で空調を多用

するマンション等では、施工業者がトラブルをおそれて、

木材の利用を敬遠しがちである。

6　日　的

マンションの内装材を使用する施工業者に県産木材の

寸法変化のデータを提供し、施工方法を提案することで

不具合を防止し、県産木材の利用拡大を図る。

7　構　成

（1）各含水率における寸法変化の調査

ア　マンションを想定した温湿度条件における寸法変

化の調査

イ　適正含水率の検討

（2）データとりまとめ、含水率に応じた施工法の検討

6



1課題名　県産スギ材を横架材に使用するための技術

整備

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成21年～25年度

4　担　当　木材利用部

5　背　景

県内の建築士、工務店等は、たわみにくさ（曲げヤン

グ係数）への不安、接合強度への不安、実績乏しい等の

理由により、スギ材を横架材に使用することを敬遠する

傾向がある。県産スギ材の用途を拡大するには、材積が

大きく、利用率の向上に寄与できる横架材としての利用

技術を整備、提案する必要がある。

6　日　的

木造住宅分野での県産木材の利用率を向上させるため、

県産スギ材の横架材としての構造的な信酸性を高める技

術を整備し、利用を促進する。

7　構　成

（1）一般地・多雪地対応スパン表の作成（肥1－24）

横架材の簡易な普附算定ツールを整備する。

（2）ベイマツとスギのめり込み強度比較田2卜23）

密度や含水率とめり込み強度の関係についての基礎デー

タを蓄積し、接合強度の改善に資する。

（3）モデル試験体による接合部の性能検証巾21－25）

横架材端接合部のせん断試験等を実施し、接合強度の改

善欄性向上に資する。

1課題名　樹皮の土木資材等への活用と機能の調査

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成21年～22年度

4　担　当　木材利用部

5　背　景

製材業界で発生する木質廃材の多くは有効に利用さ

れているが、スギ、ヒノキ等の樹皮は用途が限定的で

利用が進んでおらず、ゼロエミッションの観点から新

たな用途が求められている。

6　日　的

平成20年度終了課題「木質バイオマスを利用した

多様な再生可能製品の開発」で試作したスギ樹皮製資

材の用途を、公共土木工事等を中心に開発するととも

に、ライン生産の検討を行うことで「『農』のゼロエミ

ッション」推進に貢献する。

7　構　成

（1）工事現場における利用の検討

ア　法面緑化

イ　その他（吸出し防止材等）

（2）資材の生産試験

ア　酉髭滑り合等の検討

イ　企業におけるライン生産の検討

7



（3）継続して実施した業務

ア　主要研究課題

1課題名　松くい虫抵抗性アカマツを利用した環境に

優しいマツ林再生技術の開発

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成18年～22年度

4　担　当　資源部

5　日　的

本県ユーザーに供給する抵抗性アカマツの抵抗性を控

除させ、より強度な抵抗性をもつアカマツ種苗を安定的

に供給する。

6　内　容

（1）アカマツ系統別抵抗性評価

緑化センター構内にある抵抗性アカマツ採種園におい

て、母樹を構成している抵抗性アカマツ家系の抵抗性ラ

ンキングを把握するため、母樹家系ごとに種子を採種、

播種し、養苗した3年生ポット苗を対象に従来の線虫接

種法（有傷接種法）による人工接種を行い、接種後の状

況をアカマツ家系間で比較した。線虫接種対象のアカマ

ツ家系は、県内産の3家系を含む抵抗性20家系およびア

カマツ精英樹、クロマツ精英樹の合計22家系を供試した。

また、接種した線虫には過去の試験で収集した兵庫県内

産線虫のち最も病源性が高かった1系統を使用した。接

種は8月26日に実施し、苗木1本当たり線虫5000頭の

接種となるように調整した。

1課題名　里山林におけるカシノナガキクイムシによ

るナラ枯損被害の予防技術の確立

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成20年～22年度

4　担　当　資源部

5　日　的

本県では平成6年度以降、下層木を伐採し高木を残す

方式（兵庫方式）で里山林整備を実施している。一方、

カシノナガキクイムシによるナラ類枯損被害は南下かつ

大径木に発生する傾向かあるため、今後県南部の里山林

への被害蔓延が危倶される。そこで、県下の里山林にお

いてナラ類の枯損被害の蔓延を防ぐ技術を確立する。

6　内　容

（1）カシノナガキクイムシの生息実態調査

力シノナガキクイムシ（以下カシナガ）成虫の効率的な

捕獲方法を検討するため、ナラ類枯損の被害地および無

被害地各々2箇所において、次の3種の方法で捕獲状況

を調査した。1．健全なコナラ大径木を伐倒・玉切り

し、1週間浸水した丸太をカシナガ未穿入木の周囲に

並べ、ペットボトルトラップを設置。2．カシナガコー

ル（人工合成されたカシナガ集合フェロモン製剤）をカ

シナガ未穿入木に装着し、ペットボトルトラップを設置。

3．カシナガコールだけを設置，調査は7月に実施した。

（2）被害林の植生タイプと植生回復力の関係調査

県内に分布する広葉樹林の中からコナラが優占す

る林分を500箇所以上抽出し、コナラの枯損による林分

構造の変化を予測した。

（3）ナラ類枯損被害回避技術の確立

被害を予防する方法として、次の2種の方法を養父市

の昨年度被害発生林分で実施し、その効果を調査した。

1殺菌剤の樹幹注入、2殺虫剤の散布。いずれも6月

初旬までに実施した。
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1課題名　広葉樹林内での菌根性きのこ栽培の確立と

それを利用した里山林整備の支援

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成18年～22年度

4　担　当　資源部

5　日　的

アカマツ林の減少に伴い、広葉樹林内でのホンシメジ

栽培を望む声が出てきた。また、里山林整備をボランテ

ィアが担う時代になり、里山林整備を継続させるための

新たな目的を必要としている。ホンシメジ等の広葉樹林

内に発生する菌根性きのこの発生方法の確立は、里山林

整備の新たな目的創出へと繋がることが期待できる。

6　内　容

（1）ホンシメジ接種方法の検討

ア　菌根形成率に関与する要因として、埋設菌糸の生存

率よりも宿主であるコナラの発根率が関係する傾向

が見られた。

イ　高い土壌含水率で発根率の低下が見られた。

り　発根率と根径の関係を、根径5m～3伽mの範囲で調査

したところ、発根が良好なものは発根不良のものに

比べ平均根径が大きかった。

エ　植菌2年目の調査地で林内を調査したところ、菌糸

の塊等が確認されたため、発生はほぼ間違いないと

考えられた。このことから、宿主がコナラであっても

アカマツと同様に植菌後2年経過で子実体発生が可

能であることが確認できた。

（2）接種林（広葉樹林）に与える影響調査

整備の違いによる試験区を5カ所設け、きのこ相やホ

ンシメジ菌根形成率の差などを調査した。きのこ相は

整備なしの区で種数が少ない傾向が見られた。菌根形

成率は森林整備との明確な関係が見られなかった。ま

た、コナラの周囲の細根量を測定したところ、整備の

違いによる細根量の差異は見られなかった。

（3）森林ボランティア活動でのプログラム内容の検討

1人が1菌床を埋設するのにおよそ30分強かかるこ

とがわかった。

1課題名　災害に強い森づくりに向けた森林の造成・

管理技術の開発

2　区　分　主要・国庫（林業普及情報活動システム化）

3　期　間　平成18年～22年度

4　担　当　資源部

5　日　的

針広混交林や広葉樹林は針葉樹ユ斉林に比べて強風に

対する耐性が高いとされている。そこで、針葉樹林を針

広混交林に誘導するための手法を解明する。

6　内　容

（1）植栽による金拡混交林化

ア　植栽後5，6年目に下刈りを行うことで、クリはほとん

どが生存したが、コナラは、成長が遅く誤伐が多かっ

た。

密度別に植栽したケヤキの平均胸高直径は、密度が低

い2，500本／ha区で最大になった。

イ　斜面方位が南から北に近づくほど、斜面傾斜が緩くな

るほど、被害前林相がスギ林であった方が、植栽木の

生存率は高くなった。

り　植栽コナラと天然のコナラでは、根系形状に大きな差

異はなかった。

（2）未植栽による針広混交林化の可能性

プロット（1mXlm）内に「樹高5m以上になる樹種」

の出現数は0～5種と少なく、森林に戻る可能性が少な

いことが示唆された。

斜面方位が北から南に向くほど、隣接森林までの距

離が近いほど、植被率が低いほど樹高5m以上になる樹

種数が増えることが分かった。
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1課題名　動物との共存の森づくり技術の開発

2　区　分　主要・国庫（林業普及情報活動システム他

3　期　間　平成18年～22年度

4　担　当　資源部

5　日　的

鹿排除柵が、植生回復に及l銅‾影響・効果を実証する。

また、より効果的に植生回復を促進するための鹿排除柵

の設置方法およこ梢封ヒ方法を明らかにする。

6　内　容

（1）ヒノキ林2箇所、広葉樹林4箇所で鹿柵設置後2年

間の鹿柵内外における樹木種の個体数比較と、鹿生息密

度の推定（糞粒法）を行った結果、樹木種の増減個体数

は、鹿生息密度が高いほど個体数の減少が多くなる傾向

がみられた。

（2）ヒノキ林3箇所、広葉樹林5箇所で土砂受け箱を用

いて侵食土砂の移動量を測定し、その移動土砂中に含ま

れる埋土種子集団を調査した。その結果、移動土砂量が

多くなるほど、山腹斜面から流出する埋土種子量も多く

なること、斜面部に滞留する現地表土中の埋土種子密度

より、移動土砂中の密度の方が高いことがわかった。

（3）マツカゼソウ、タケニグサを用いた植生土のう工、

種子散布工を行った。マツカゼソウは両工で発芽、成立

したが、タケニグサは種子散布工では成立しなかった。

また、マツカゼソウは植生土のう工において、1，200粒・

m－2程度が妥当と判断した。

（4）植生土のう工では、初期におけるマツカゼソウ、タ

ケニグサ配合区の植被率が対照区（外来草本種配合）を

大きく下回ったが、2年経過時には対照区の外来草本が

衰退し、マツカゼソウ、タケニグサ配合区の植被率が対

照区を上回った。また種子散布工では、2年経過後の植

被率が20％以下であり、法面に侵食跡が確認された。

（5）侵入種数は植生土のう工、種子散布工とも、マツカ

ゼソク、タケニグサ配合区が対照区（外来草本種配釦

を上回っておりこれらの植物の導入が植生回復に効果的

であることが示唆された。
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1課題名　県産広葉樹材の材質特性の把握と測定技術

の向上

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成19年～23年度

4　担　当　木材利用部

5　日　的

県産広葉樹材について、建材等を利用する材質データ

の蓄積と内装材等への製品開発を行う。

6　内　容

（1）材質の試験（アベマキ）

・容積密度は髄付近から樹皮近くまでほぼ一定の傾向

にあった。含水率は樹皮に近い側の方が低い傾向に

あった。

・髄付近の方が樹皮付近よりも曲げヤング係数および

曲げ強さは低い傾向にあった。

・平均収縮率はコナラとほぼ同様の値を示した。

（2）内装材・パレット等の試作

コナラについて、樹皮付近から円弧伏ラミナ（外側ラ

ミナ）をその内側からは板状ラミナ（内側ラミナ）を採

材して集成材を作製した後、積層方向に垂直に切り出し

て板材としたフローリング材を試作し、表面硬さ　曲げ

たわみ（刑Sフローリング規格）および摩耗度について

測定した。

・乾燥工程において、内側ラミナは変形（ねじれ、曲

がり）が大きかった

・内側ラミナから作製したボードは幅ぞりが生じた。

・表面硬さ：ブナ、チーク（文献値）に匹敵する値で

あった。

・曲げたわみ：刑Sの根太張用と表示可能（たわみ量

3．5m以下）

・耐摩耗度が優れていた。



1課題名　高付加価値林業の創造に関する研究

2　区　分　主要・県単

3　期　間　平成20年～22年度

4　担　当　資源部

5　日　的

規模及び採算性等の諸条件から「県産木材供給センタ

ー構想」に参画できない事業体の課題を洗い出し、高付

加価値が生まれ、経営意欲が向上するような既存システ

ムの強化手法を提案する。

6　内　容

（1）経営意欲を向上させるために必要なのは従業員の満

足度と考え、県内の森林組合を対象に監（従業員満足度）

に関するアンケート調査を実施した。

（2）アンケートでは、総合的な満足度、それに影響を及

ぼすであろう中項目（「給与」、「労働環境」、「職場の雰囲

気」、「人間関係」、「経営方針」、「仕事のやりがい」、「自

己の評価」、「自己の成長」の8項目）の満足度、中項目

に影響を及ぼすであろう′J項目の満足度について質問し、

「そう思う」、「まあそう思う」、「どちらでもない」、「あ

まりそう思わない」、「そう思わない」の5段階で回答し

てもらった。

（3）その結果、総合的な満足度は給与体系によって異なる

傾向があった（月給制の方が出来高制に比べて、総合的な

満足度が低かった）。また、「給与」と「経営方針」に関連する

各項目の平均点が低く、総合的な満足度に与える影響が

大きかった（相関係数が0．6以上であった）ことから、要改善

項目として抽出された。
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2　普及活動

（1）普及指導員の資質の向上

1）重点的普及課題に対応した研修

普及指導区の重点課題の解決に向けた現地研

修等を行った。実施回数3回、21名

カブロック別フォーラム研修

同一流域又は同類の重点普及課題を持つ普及

指導区を対象に、研修時点における普及活動の展

開プロセスを代表発表した。実施ブロックは東

南・東播・丹波、西播、但馬である。研修人員

45名

釦普及指導職員のレ′ウレに対応した研修

①　森林林業専門員研修

地域の普及課頓に対する問題点の具体的明確

化及び解決する手法の習得を図る研修を行った。

実施回数2回、延べ16名

②　新任林業普及指導員研修

林業関係者に視点を置いた地域振興を促進す

るために、基鍵的知識及び技術の習得を図る研

修を行った。実施回数1回、1名

③　再任林業普及指導員研修

再び林業普及指導員に任命された者に対して

再教育を実施した。実施回数1回、6名

㊥専門項目別研修

専門的な知識、技能の習得を図るために、次の

6項目の研修を行った。（林業経営、造林・機能

保全、森榊呆護ⅠⅡ、特用林産、林産、林業機械）

実施回数9回、延べ101名

封県内派遣研修

地域の要請等に的確に対応した、一層の効率

的・効果的な活動の展開を図るため、県内の篤林

家等のもとに派遣し、現場での林業技術等を体験

させた。派遣職員2名、延べ10日間
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ゆ中央研修

林業普及指導技術の向上を図るため、国の研修

機関に専門項目毎の研修に派遣した。派遣職員

10名、延べ46日間

カ技術伝承研修

センターに蓄積された研究成果や情報等を提

供するとともに、現地での作業体験を通じて技術

の向上を図る研修を行った。実施回数1回、7名。

由普及職員合同研修　研修人員1回　49名

（2）全県プロジェクトチーム活動

普及担当の林業専門技術員及び農林（水産）振

興事務所の森林林業専門員を中心に、全県横断的

なプロジェクトチームにより、各地域の取り組み

と関連した課短解決に向け、検討会・研修会を行

なった。実施回数3回、延べ21名

その成果を報告書「ひょうご伐採・搬出事業支

援システムの確立～第二世代の提案型施業プラ

ンの～としてとりまとめ普及啓発を図った。

①　低コスト経営団地の設定促進

②　流域林業経営モデルエリアの設定促進

③　提案型集約化施業の推進

（3）低コスト作業システム研修

林業普及指導に携わる県職員及び森林組合、素

材生産業等の森林技術者を対象に、低コスト木材

搬出システムの知識、技術を習得させる研修を行

った。実施日数9日、35名

（4）林業後継者等の育成

県下各地で先進的な林業生産活動を行なってい

る指導林家会及び自主的な林業活動を行なってい

る林業研究グループの活動に対して、最新の林業

技術の研修を行った。

・指導林家：実施回数5回、出席者延べ362名



・林業研究グループ：実施回数6回、出席者延べ

158名

（5）林業技術改善に関する事業

1）地域学習活動事業

地戒の林業活動を活発化するため、林研グル

ープの学習、地域活動に対して支援を行った。

内容は次のとおりである。

・アオダモの森づくり活動（豊岡農林）

2）林業技術現地凰芯化促進事業等

林業技術の改善とその普及を促進するため、

試験研究の成果等を活用して現地指導を行った。

内容は次のとおりである。

①簡易搬出機器による里山林資源の有効活用

（阪神農林）

②間伐小径木を加工した丸棒DIY製品の試作

と普及啓発（朝来農林）
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（6）林業技術定期研修

林業技術指導者及び林業従事者に対し、林業に関する知識、技術を習得させるための研修を実施

した。

研修の種別（内容） �?ｨ���B�受講者数 們�邵ﾈ�?｢�

1．林業経営に関する技術研修 ���72 ��(ﾈ�9?｢�

（生産森林組合の運営と経理事務） 

2．特用林産に関する研修 ���21 店ﾈ�#i?｢�

（ハタケシメジの栽培） 

3．県産木材利用推進研修 ���45 度ﾈ��y?｢�

（世界の木材産業の潮流と国産材（講演）） 

4．県産木材利用推進研修 ���23 祷ﾈ���?｢�

（木造住宅の研修会） 

5．県産木材利用推進研修 ���17 �(ﾈ�)?｢�

（公共施設木造化研修） 

計 迭�178 ��

（7）情報活動

普及情報報告を普及情報検索システムに入力し、普及活動の効率的な情報の収集・提供に努めた。

入力件数は33件で、うち、林業経営3件、造林2件、林業機械1件、林産5件、森林保護1件、

森づくり5件、森林教育13件、その他3件である。
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Ⅲ 績業



1　書式験研究の主な成果

ア　主要研究課題

1課題名　木造住宅部材の適正含水率の把握と測定技

術の向上

2　区　分　県　単

3　期　間　平成19年～21年度

4　担　当　木材利用部

5　日　的

県産木材による住宅部材の高品質化を目的として、部

材別の適正含水率を求め、含水率測定技術の精度向上を

図る。

6　成果の要約

（1）試験方法

ア県下3地域における建物各部所の温湿度の測定

巾1㌢21）

①県下3地域程度（養父、宍粟、加古川）

②各部位（1F床、1F天井または2F床、天井）に温

湿度記録計セットして温湿度（相対湿度）の変化

を3年間継続して測定し、地域ごとの各部位の平

衡含水率の検討

イ部材別の含水率の測定と実際に流通している製品の

含水率との比較（酸0）

①県下人工乾燥施設所有企業（播磨2社、但馬4社、

丹波7社）における仕上がり含水率等の調査

②県下工務店・建築設計業（16社）への受け入れ含

水率等の調査

③県角材（梁材）の市場流通品含水率測定

り含水率測定技術（高周波水分計等による）の精度向上

（H19－21）

①測定回路の試作

②電極の試作、物性値の測定

エ「住宅部材の含水率管理マニュアノ叫の作成（佗1）

（2）成果の概要

ア県下3地域における建物各部所の温湿度の測定

・1～2、7～8月に平衡含水率が高くなる。

・地域別に見ると養父＞宍粟＞加古川である。

・特に、北部地域において、冬に平衡含水率が高く

なる。

・場所別には、1F床＞1F天井・2F床＞2F天井で、

建物の下の方が平衡含水率は高くなる。

・平衡含水率は10％～16％の範囲となり、平均値で

ある13％を仕上げ含水率とすれば、建築後の寸

法変化を最小におさえられることが分かった。

イ部材別の含水率の測定と実際に流通している製品の

含水率との比較

①県下人工乾燥施設所有企業における仕上がり含水率

等の調査

・乾燥材の用途別の内訳比率（回答ありの平均掛

構造材（柱・梁）47％、造作材（鴨居・長押）46％、

内装材（壁・床材）18％、ラミナ42％、その他（デ

ィメンジョンランバー等）21％

・乾燥機のタイプ（企業数　複数所有あり　高温タイ

プで100℃以下の場合は中温とした）

蒸気式高温5社、蒸気式中温11社、除湿式1社

・仕上がり含水率（回答ありの平均値）

柱角1粥、板類12％

・乾燥施設の年間生産能力（回答ありの平均値、スギ

3m柱角　仕上がり2（瑞として）

1，100mγ社・年

・乾燥材の出荷量（回答ありの平均値）

スギ約1，20扉／社・年、ヒノキ約70伽3／社・年、

外材（主に松類）約900㌦／社・年

・乾燥コスト（回答ありの平服

スギ柱角約9，700円／扉・社、スギ板類約10，000

円／正・社

ヒノキ柱角約11，000円／扉・社、ヒノキ板類約

6，000円／㌦・社

・スギ平角材（梁材120×240m）の高周波含水率計に

よる含水率測定（24本）

幅面：37．5％～9．5％、高さ面：亜．5％～10．3％

ウ含水率測定技術（高周波水分計等による）の精度向上

・電極を直交して配置し、先端を丸くする。
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・電極を遅当てる圧力を一定にする。

・インピーダンス値が水分量をよく反映していた

エ「住宅部材の含水率管理マニュア／叫の作成

・木材乾燥の必要性

・県下各地域および各部位における温湿度の季節変化

・平衡含水率

・乾燥工程における目標含水率

・アンケート調査

・含水率計の精度向上

2　センター研究報告に掲載した事項
センター研究報告の発行なし

3　ひようごの農林水産技術に掲載した事項

森林林業編

・直交型電極

・高品質な乾燥材生産のために

7　成果の取り扱い

（1）成果の普及

①協力企業や技術研究会への成果の技術移転

②研修会やパネル等による成果の普及

③事業化に伴う技術相談・支援の実施

（2）成果の発表

森林林業関係試験研究成果・事例発表会（2009）

NO． �>���������vR�執筆者 傀ｨ�������

55 兌ﾙ�ﾃ#�D�7��Y�厭�}�ｼh7H4��ｸ8�8��h/�､ｨﾜ2�前田雅量 倬�ﾋ兀B�
一災害に強い森林づくりの取り組みに134名集まる－ 

55 侈x蝌ﾝ�,h8H5hﾝ�/�w�*(+ﾙm��(���>��YYHﾝ�,ﾈ､ｩJﾒ�山田範彦 冦胃騫駅�YB�

55 �7H4��ｸ4�8ｨ7H6xｷ�-�鋹{ﾈﾆ靄ｩ�ﾘｴ�､(暮5ﾘｵｩEﾈﾗX�檍,ﾈ�{��横野茂雄 儿�ｷ�%99b�

56 兀y7ﾉNﾘ･�&�,ﾙj)��ﾜﾘ,X.��厭�,冦�.�,ﾈ*����伊東康人 倬�ﾋ兀B�

56 兌ｨﾌ侈x轌;�}�徂檍,ﾈｨ�:�/�辷腕�平野孝幸 儿�ｷ�%99b�

4　外部に発表した事項

（1）学会誌等 

発表年月 �>���������vR�誌　　名 價ﾙUﾈ�)kﾂ�所　　属 

平21．4 平21．4 平21．8 平21．8 犯蒙友匁vf�7F�'6也F�FWFV7F柳踐gG&VR�PlantandSoil 材料学会誌58（4） 日本緑化工学会誌 35（1） 日本緑化工学会誌 部�&�蹂�2�資源部ほか 木材利用部 

rootsusingground－Penetratingradar 心持ち平角中空材に発生する乾燥応力の 儁．Dannoura， K．Aono， T．Igarashi， M．Ishii， K．YamASe， N．Makitaand Y∴Kanazawa 由旦塵塵、藤井 

有限要素法による推定 刹`久、奥村正悟 �-�*��

森林の侵食土砂中に含まれる埋土種子量 スギ樹皮を用いた自然侵入促進工法によ 剋R瀬敬太郎、関 岡裕明、栃本大 介、塵堂王墓 亘盤塾亘、藤井 倬�ﾋ兀H-�*��m胃騫駅�YH���

る法面緑化 �3X����｢�一徳、森下照久、 藤原秀次郎、辿． 塵墜基盤、太田 雄一郎 倬�ﾋ兀H-�*��
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（2）学会等講演会 

発表年月 �>���������vR�提供糞 價ﾙUﾉ)洩ﾂ�所　　属 

平21．9 平21．9 平21．10 平22．3 平22．3 平22．3 平22．3 平22．3 ��厭�,ﾉ����7俚ｹ(h,亊ﾈ-ﾈ.ｨ.冑I7偃ﾘ��|｢�5�4ﾘ�Nx/�w�*(+ﾘ齷�)��?ﾉ�9�儘嬰�,�.b�日本緑化工学会 日本緑化工学会 第60回日本森林学 伜)�8ﾆ��驟���ｭb�圸uIk���<曳ｹ�R�櫁����;��|｢��MY&ﾙzx��:�撮�資源部ほか 木材利用部、 

る法面緑化 ヒノキ人工林の広葉樹林化と浸透能およ 刪齠ｿ、森下照久、 藤原秀次郎、也 瀬敬太郎、太田 雄一郎 藤堂千景、山瀬 倬�ﾋ兀H-�*����ﾋ兀B���ﾋ兀B���ﾋ兀H-�*����ﾋ兀H-�*��m胃騫駅�YB�

び表層土壌の理学的性質の変化 ナラ枯れによる兵庫県里山地域の林分構 ��i�ﾈ迚YH��?ｩgｲ��厭�ｵｨ��ｺh檍ｭb��ﾈ�X貶ﾙ�迚YI��ﾘr�檍ﾘy:��X橙�?ｩgｹ�i�Hｧx橙�?ｩgｹ�i�Hｧx橙�?ｩgｹ�i�Hｧx橙��cc���?ｩgｹm胃隗r�敬太郎 山瀬敬太郎、伊 

迄の変化予測 剴訣N人、塩見晋 

日本に自生しないブナ科2種（恥eⅣUg 刪ﾉ東康人、飯塚 

血劇由、¢Ⅳム∽うにおけるカシノナ ガキクイムシの繁殖成功度 ¢Ue〝Ug血〟戯由、¢〝ろばにおいて 剄O明、山崎理正 山崎理正、飯塚 

繁殖したカシノナガキクイムシの性比 剄O明、位塞塵△ 

横架材端接合部（梁一梁型）のせん断性能 剌蜑N．＿＿萱、山田 
ープレカット加工（大入れ蟻掛け継ぎ） による製品間比較－ 兵庫県産コナラ材を用いた木質内装材の ���X橙��cc���?ｩgｹm胃隗r�直也、上村公浩 山田範彦、山田 �-�*��m胃騫駅�YB�

開発 ���X橙�直也 

（3）研究会報・資料集等

発表年月 �>���������vR�誌　　名 價ﾙUﾉ)洩ﾂ�所　　属 

平21．9 平22．2 �6ｨ7ｨ985x4ｩW8癖ﾔI�ｹ��Z�/�w�*(+ﾙ|陋ｸﾔ��林道46（6） 受託研究報告書 刎儁X����$����木材利用部、 

法 剄､去旦臥下田康 博、宗接聖史 永井智 倬�ﾋ兀H-�*��

根太受け金物接合部の強度性能試験（根太 受け金物「TJIW＝53．5」） 根太受け金物接合部の強度性能試験（根太 受け金物「TJIW＝110」） 横架材端接合部の実大強度試験一大入れ 蟻掛け継ぎ（機械加工型）－ 三木山森林公園自然環境調査（きのこ調 劔m胃騫駅�YB�

平22．2 剋��､究報告書 ��H��'��木材利用部 

平22．3 剋��､究報告書 ��H��'��木材利用部 

平22．3 平22．3 平22．3 平22．3 剋O木山森林公園自 �:�;��xﾆ���鞐)&ﾘﾗ2��鞐)&ﾘﾗ2��)69LﾙTb�資源部 木材利用部 木材利用部 木材利用部 

査） ��(ｬ(ｺｹ+(ﾛ雲�ﾙ����

スギ樹皮を利用した資材による法面緑化 県産無垢内装材の利用促進に向けた寸法 佰izy}�ｼh韋ﾋ�ﾉ8ﾊB�ｸhｴ�ｭhﾊHｸi�ﾈ惓����蹂�Cr�*H,�,x�X*H*h�ﾈ-B�

安定性試験 蒜&ﾈ�C#R�

木造住宅部材の適性含水率の把握と測定 �*H,�,x�X*H*h�ﾈ-B�

技術の向上 ���｣��C#R�
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（4）研究会（大会・研究会）等講演

発表年月 �>���������vR�提供先 價ﾙUﾉ)洩ﾂ�所　　属 

平21．4 平21．5 俐Xｽ�,ﾉ�厭�V�･�(�/�竧.穐ｨ*ﾘ�2�森林病害虫防除事業業務・森 �hﾊ��x爾��)�8ﾆ��驟��資源部 資源部 

況 里山の機能と構造 凩�ﾙ��9]ｸﾊ��-�}�nﾈ懆ﾝ�,ﾉ�R�ﾘx+��2�[ｨﾌ侈yzy�Xｧx7H4(�ｸ8ｸ6�8��ｲ�4韲����cXｯｨﾖ(�)�厭��X�ﾋH5H7ﾈ�ｲ�5��ｹwｹ�ﾈﾗXﾜ��}�ｼiX�ｷ倡y;�醜���厭�]ｸﾎﾈuH�｢�

平21．5 兌ｨﾌ兩ｸ�,ﾉz(�)}��餔R�伜)�8ﾆ��驟��資源部 

平21．5 平21．5 �6�8侘ﾘ.ｩNﾘ･�,h+ｸ,ﾉ�鞜H,�,(*"��hﾊ��x爾�:�;��xﾆ��資源部 資源部 

て 侈H�2�

ハタケシメジ栽培方法・簡単なき のこ栽培について スギ・ヒノキ間伐材を利用した原 木ナメコ栽培 担子菌を蔓延させた米の利用 凩�ｼhｵｨ��.葦ｨﾊH�2�

平21．7 剋R村グループリーダー研修 �:�;��xﾆ��資源部 

平21．7 刳ﾖ西地区林業試験研究機関連 絡協議会特産部会 森林ボランティア講座 �:�;��xﾆ��資源部 

平21．7 凛(�)}�,i�ﾈﾔ厭�,ﾈｬyyﾒ�伜)�8ﾆ��驟��資源部 

平21．7 平21．7 平21．8 平21．9 平21．9 平21．11 侈x蝌5�4ﾘﾝ�,ﾉ�ｹEﾈ,hﾉｩ'ｩw�ﾝ騫��但馬木造住宅振興協議会総 ��I'��迄鯖'��冑ﾊ��x爾�:�;��xﾆ���)�8ﾆ��驟���)�8ﾆ��驟��木材利用部 木材利用部 資源部 資源部 資源部 資源部 

用への取組 ���XﾗX�橙�

県産スギ材の強度性能について 佰Y79E���X蝎�Xｻｸ駟k����+R�
ースギ17品種試し製材品の強度測 �+ｸ*I�厭��xﾘy�x顗辷����y}��

定一 ��y:�&闔hｧx�ｨ�:韜hｼb�

切り枝を用いたアカマツ抵抗性 亊i�ﾉ&霎i}�ｼh韋ﾋ�ﾊHｸhｴ�ｭi���

強度の評価について 凅ﾘｺhｶ8檠]ｸﾎﾉYH橙�

平成21年8月豪雨被害一流木調 �<�ｵｨ���)}��Y�厭�ｴ�Eﾉ]ｹ�8�｢�
査と土砂受け調査の結果から－ 侈H�2�

県民緑税活用事業の効果検証に 亊i�ﾉ}�ｼh韋ﾋ�ﾊHｸhｺhｶ8檍ﾋｹ&��
ついて 倩ｸ���

兵庫県の里山林の現状 �8ﾉFIh�ﾊyj�ydﾈ*�,���,8*ﾘ.��ﾊH�8ﾊ乂x橙�z(�(ｨ�:�8ｨ�ｸ5��ｹwｹ�ﾈﾗXﾜ����&闔h,ﾉ%8*(詹Jﾘﾄ�馼ｼh�｢�z(�(ｨ�:�8ｨ�ｸ5��ｹwｹ�ﾈﾗXﾜ����&闔h,ﾉ%8*(詹Jﾘﾄ�馼ｼh�｢�}�ｼhﾊHｸh4�8ｸ�ｸ7i8ﾉ>ﾈ7X8ﾘ6"�4靠�zﾈﾊH�8橙����Y�HﾋIm�,�.h.估�+ﾘ*���,��

平21．11 凛(�(ｨ�:�,i�iZ��ﾙvﾉ�ｲ�伜)�8ﾆ��驟��資源部 

平21．11 凛(�(ｨ�:�,if胃��伜)�8ﾆ��驟��資源部 

平22．1 傴ﾉ�伜(ﾜI�h馼ｼh,�,(*(,B��:�;��xﾆ��資源部 

平22．1 平22．2 ��ｩwH���5�4ﾘ�X7�6ﾘ4ﾈ�ｨﾋIm�,X,ﾂ��:�;��xﾆ��:�;��xﾆ��資源部 資源部 

きのこ栽培 �-�+�ﾜﾙGﾈﾗX�橙�

ホンシメジ発生試験追跡調査 刎�慂�(ﾊxｴ�,ﾉ�ﾈ�9}�ﾊH4�8ｸ�ｲ�7h雕���<�ｵｨ��<�蝌�ｨﾊH�2�

平22．2 仗ｸ��5h485�5�,ﾈﾜﾙGﾈ,hﾋｸ�8+ｸ,ﾂ�ﾜﾙGﾉ_ｹd�,�,(*(,B�z(�(,ﾈﾋｸ�8,h攣����:�;��xﾆ��資源部 

平22．2 刳~守の会市民向け里山入門講 座 兵庫県樹木医会第31回通常総 A 伜)�8ﾆ��驟��資源部 

平22．2 傴ﾈ,ﾉV�･�(�,�,(*(,B��hﾊ��x爾�資源部 

平22．2 平22．2 凛(�(,h,ﾒ�7ｨ985h8�5x,ﾈﾜﾙGﾉ_ｹd��フ言 淡路景観園芸学校ガーデナ－ フ‾－マコース 里山利活用技術向上研修（ホン シメジ栽培等） 伜)�8ﾆ��驟��:�;��xﾆ��資源部 資源部 
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平22．2

平22．2

平22．3

平22．3

委託試験結果等の中間報告

「横架材端接合部の実大強度試

験」「めり込み強度試験」経過報
』ヒ

種苗の産地および系統

種苗の生産技術

但馬木造住宅振興協議会高信

頼性横架材開発委員会（第1
回）

但馬木造住宅振興協議会高信
頼性横架材開発委員会（第2
回）

林業種苗生産事業者講習会

林業種苗生産事業者講習会

永井　智

永井　智

前田雅量

吉野　豊

木材利用部

木材利用部

資源部

緑化センター

（5）ニュース・情報誌等

廃酸牢月 �>�������vR�誌　　名 價ﾙ�ｩ)洩ﾂ�所　廃 

平21．4 兌ｨﾌ�,ﾈ*ｸ,ﾈ+����x�｢�兵庫の林業248 �:�;��xﾆ��資源部 

平21．4 倡y;�}�彿Di.��y7雨ﾙ�ｸ蓼��D雍ﾉD�8饕�/�､ｨﾜ2�[ｨﾌ侈yzyE���X蝌ｵｨ��5ｨ985��ｸ���厭�}��兵庫の林業248 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

平21．5 平21．6 平21．7 平21．7 剽ﾑ産だより　第 ��I'��ｮ)�ｩuB�鉑69H饉b��)�8ﾆ��驟��木材利用部 普及担当 資源部 資源部 

業）研究報告から「木材の調湿・断熱性 能評価」その2 森林・樹木が二酸化炭素（CO2）を吸収・ ����ﾘb�ﾊyzyE���X蝌ｵｨ���

貯蔵する量 森林林業技術センターの概要 間伐とその間伐木を利用した土留工の効 果一緊急防災林整備の効果検証－ 兵庫のきのこ（18） ��ﾘﾘx5ｨ985��ｴ����X5ｨ985��ｸ艀ｫH�b�ﾊyzyE���X蝌ｵｨ����ﾘﾘx5ｨ985��ｴ����X5ｨ985��ｸ*�.x-��,h+�,h�b�[ｨﾌ�,ﾉ}�ｼc#C��

平21．7 剳ｺ庫の林業249 �:�;��xﾆ��資源部 

平21．7 僞��(h匣ｾ�ﾌ�,ﾉ�厭�ﾜI�h馼ｼb�兵庫の林業249 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

平21．7 平21．10 平21．10 ��Y.�5(5�6xﾞﾈｼh5h5�6X8�ﾊH�8�c佇�*�.x5��5��ｸ6r�m胃騫駅�YH,ﾈ･Iwb�[ｨﾌ�,ﾈ*ｸ,ﾈ+������｢�兵庫の林業249 県立農林水産技術 総合センターHP 「センターからひ とこと」 兵庫の林業250 舒)�ｩuB��Y�馥ｹ&｢�:�;��xﾆ��普及担当 木材利用部 資源部 

平21．10 ��X�8.ｨ,�*ﾘ*(ﾞﾈｼi;俎X�檍�h���Ymx*�.亊B�K�ﾗX�檍�h,ﾈ､ｨﾜ2�ﾊx蝌ﾝ�,i���i��}�ﾝ��偃X,�8H5hﾝ��ｨ/�w��兵庫の林業250 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

平21．11 平22．1 剏ｧ立農林水産技術 伜)69LﾙTb�:�;��xﾆ��木材利用部 資源部 

いた内装材等の開発 兵庫のきのこ（20） ��ﾘﾘx5ｨ985��ｴ����X鍠,ﾈ韋ﾋ�ﾊHｸh�b�[ｨﾌ�,ﾉ}�ｼc#S��

平22．1 ��ｩwH�}�,hﾔﾉwH�}�,ﾈﾚﾈﾏ�}��餔X,ﾈﾉ����兵庫の林業251 �:�;��xﾆ��資源部 

平22．1 平22．1 僞��ｹ仂hﾝX�X-�.X*H+)��,ﾈ-ﾈ,(.��Xﾊyzr�E���X蝌ｵｨ���ﾘﾘx5ｨ985��ｸﾏh､ｨ6h�ｸ,R��Y��,ﾈ4�985��ｸ6x�h/���邊��X�8.ｨ,�*ﾘ*(ﾞﾈｼi;俎X�檍�h,ﾈ､ｨﾜ8,�,"�*(,B�兵庫の林業251 やまなみ第27号 舒)�ｩuB�[ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 普及担当 
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平22．2

（6）雑誌等

発表年月 �>���������vR�誌　　名 價ﾙUﾉ)洩ﾂ�所　　属 

平21．6 ��厭�/�荿.�x,H.��X�8.ｨ,�*ﾘ*(ﾞﾈｼi;��b�,ﾈ､ｩ�ﾒ���,�.ｨ+ﾙ}�ｼhﾆ�2�グリーン＆ライフ 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

平21．11 剋R林 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

（7）技術書籍等

発表年月 ��ﾈ������vR�誌　　名 價ﾙUﾈ�)kﾂ�所　　属 

平22．2 �8�C(�C�m胃�/�ｬ��+x.��木と家に右脳でアクセス 「木と暮らす」手引書 木と家に右脳でアクセス 「木と暮らす」手引書 木と家に右脳でアクセス 「木と暮らす」手引書 ��H��'��木材利用部 

平22．2 �8�C8�CH��ｪ9�r�伜)69LﾙTb�木材利用部 

平22．2 店�C8��m胃�,ﾈ�ｸｸ,h廁ｦ��傴ﾉ69H饉b�資源部 

発表年月 �>���������vR�誌　　名 價ﾙUﾈ尸kﾂ�所　　属 

平21．9 �8��ｸ8ｴ$�,ﾘ.�-ﾈ�X�8.ｨ,�*ﾘ*(ﾞﾈｼi;�,2�*ﾘ.為X�檍�b��8.ｨ,�*ﾘ*);�,8*ﾘ.�,Y�XｻH�ﾞﾈｼi;�/�ﾊB��2�神戸新聞 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

平21．11 剴匇ｧ木材新聞 兌ﾙnﾈﾔhﾔｲ�普及担当 

（9）テレビ・ラジオ

なし

5　試験研究成果■事例発表会

課題乳話題及び提供者l　　開催年月日及び場所 伜��������"�

…日時：平成22年3月10日（水） 伜����)�ﾙ�H�c��kﾂ�

…場所：森林林業技術センター講堂 

1．将来の樹高、直径、蓄積、直径分布、搬出量、売上を正確に予測　　岩村　裕（普及担当） 

する－次世代「兵庫県システム収穫表」の作成－ 

2．木造住宅部材の適正含水率の把握と測定技術の向上　　　　　　　　山田範彦（木材利用部） 

3．研究と普及の連携による県産スギ材の横架材への利用技術整備　　　上村公浩（朝来農林振興事務所） 
一背景と初年度経過報告一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井　智（木材利用部） 

藤堂千景（資源部） 
4．山腹崩壊が風倒木跡地で多発した原因とその軽減対策　　　　　　　伊東康人（資源部） 

山瀬敬太郎（資源部） 

5．萌芽枝の発生と利用による効率的なクローンの増殖　　　　　　　　前田雅量（資源部） 
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6　森林林業フォーラム

課題名、話題及び提供者 丶ｨﾜ9D霾�?ｨｷ�-��ｨ��参　加　者 

日時：平成21年8月28日（金） 場所：イーグレひめじ3階（あいめっせホール） 伜����)�ﾙ�H�c�3Ikﾂ�

1．土砂災害に強い森林づくりに向けて（基調講演）　　　　　　　　北原　曜（信州大学農学部） 

2・兵庫県が進める「災害に強い森づくり」の概要　　　　讐芸歪霊環境部豊かな森づくり， 

3．裏山からの土砂流出を防ぐ方法　　　　　　　　　　　　　　　栃本大介（財団法人ひょうご環境創 
ー間伐材を利用した土留めの効果一　　　　　　　　　　　　　　造協会） 

4．裏山の伐採がもたらす安心感　　　　　　　　　　　　　　　　梶並紀雄 
一アンケート調査にみる住民意識の変化－　　　　　　　　　　　（県農政環境部治山課） 

5．崩れにくい裏山にするには？一伐採後の防災機能を高める技術一　山瀬敬太郎（資源部） 

6．風倒被害を減らす裏山づくり一広葉樹林化の取り組み－　　　　　藤堂千景（資源部） 

コーディネーター 

松田博文 

7・震歪‡き芸霊芝左詰めの課題は何か？」　　パ重責…芸、（憲芸歪憲妄会， 

栃本大介、梶並紀雄、 

山瀬敬太郎、藤堂千景 

7　依頼試験

試験項目 佇����B�

実大曲げ試験 �#2�

曲げ試験 唐�

ヤング係数 �#2�

圧縮試験 田��

実大圧縮試験 澱�

含水率 鉄b�

密度 �3��

計 �##"�

8　技術開発指導員設置事業

実施年月 �>���������vR�実感場所■ 倩���kﾂ�

平21．7 �*(.ｸ*(.ｸ,盈胃�,ﾉ�ｸ��Y<�*X,h+ｸ,ﾈ��ﾔ��8,ﾉz�95��三木市 亰ｨ��､ｩJﾘ轌;�蹴�卷�ｩ�8ﾎR�

平22．3 �5�4ﾘ��ﾈﾝ�,�*�*�.仞�Z�,�.h.��ｨﾘy_ｹd�,ﾈﾏ�ｩ4�,域Hﾏｲ�姫路市 亰ｨ��､ｩJﾘ轌;�蹴�
加工について 剄｡井克彦 

平22．3 冦��ｸｪ9�xｴ�,�*�*�.�5�4ﾘｧ�ﾝ隱9�x5�5�5x8X�ｸ8ｸ,�,(*(,B�宍粟市 亰ｨ��､ｩJﾘ轌;�蹴�$ｨﾏｸｶ�裵�
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9　種苗登録出願■登録情報

森林林業技術センターにおいて、試験研究に従事する職員がした職務発明で、平成22年3月現在、種苗

法に基づく登録品種は2件ある。

職務発明 提出年月日 認定年月日 偃ﾙV96�:���ｮ吋霾�?｢�6�颯霾�?ｨ�b�種　類　・名　称 儖X��ﾖﾂ�

平11．12．17 平12．3．27 兌ﾓ�8�C8�C�2�[ﾓ�X�C(�C#��きのこ「波賀のめぐみ」（ハタケシメジ） ��

平15．11．17 平15．12．25 兌ﾓ�h�C8�C"�[ﾓ���C���C#"�あかまつ「播磨の緑」 ��

10　特許・実用新案出願・登録状況
なし

11表彰・受賞・学位等
受賞名　　　　第40回日本緑化工学会大会論文・技術報告ポスター部門優秀賞

業績名　　　　森林の侵食土砂中に含まれる埋土種子量

受賞者氏名　　山瀬敬太郎、関岡裕明、栃本大介、藤堂千景

年月日　　　　平成21年9月27日

受賞名　　　　全国林業試験研究機関協議会　第22回研究功績賞

業績名　　　　スギの材質・材料性能・利用技術に関する研究と普及

受賞者氏名　　永井　智

年月日　　　　平成22年2月19日

学位名　　　　神戸大学博士（学術）

論文名　　　　夏緑二次林における種多様性保全を目的とした植生管理に関する研究

授与者氏名　　山瀬敬太郎

年月日　　　　平成21年11月20日

12　現地指導

年　月 �>�������������vR�実施場所 傀ｨ�����

平21．4 �7ｨ985h8�5xﾜﾙGﾉ_ｹd��三木市 倬�ﾋ兀B�

平21．4 冢ﾉ�h*ｸ,ﾈ+�+(ﾛ雲ｹd��三木山森林公園 倬�ﾋ兀B�

平21．5 ��厭�,ﾈﾕﾉ�(,hｴ�Eﾂ�姫路市 倬�ﾋ兀B�

平21．5 冢ﾉ�h*ｸ,ﾈ+�+(ﾛ雲ｹd��三木山森林公園 倬�ﾋ兀B�

平21．6 俤�･�,仄ﾘ*)��,8*ﾘ.��佐用町 倬�ﾋ兀B�

平21．6 ��ｨﾔﾈﾚﾈﾏ�}�馼ｼhﾋｹ&韈y;��宍粟市 倬�ﾋ兀B�

平21．6 冢ﾉ�h*ｸ,ﾈ+�+(ﾛ雲ｹd��三木山森林公園 倬�ﾋ兀B�

平21．6 �7ﾘ685�5��(ﾜI�h馼ｼb�猪名川町 倬�ﾋ兀B�

平21．7 凛(�)}��餔R�三木市 倬�ﾋ兀B�

平21．7 冢ﾉ�h*ｸ,ﾈ+�ｬ��_ｹd��姫路市自然観察の森 倬�ﾋ兀B�

平21．7 ��ｨﾔﾈﾚﾈﾏ�}�馼ｼhﾋｹ&韈y;��神河町 倬�ﾋ兀B�

平21．7 冢ﾉ�h*ｸ,ﾈ+�+(ﾛ雲ｹd��三木山森林公園 倬�ﾋ兀B�

平21．7 �7ｨ985h8�5xﾜﾙGﾉ_ｹd��神戸市北区 倬�ﾋ兀B�

平21．7 冢ﾉ�h*ｸ,ﾈ+�ｬ��_ｹd��有馬富士公園 倬�ﾋ兀B�

平21．7 ��ｨﾔﾈﾚﾈﾏ�}�馼ｼhﾋｹ&韈y;��朝来市 倬�ﾋ兀B�

平21．8 凛(�)f胃�}��餔R�豊岡市 倬�ﾋ兀B�

平21．8 俤�･�,仄ﾘ*)��,8*ﾘ.��朝来市 倬�ﾋ兀B�
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平21．8

平21．9

平21．9

平21．9

平21．10

平21．10

平21．10

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．11

平21．12

平21．12

平21．12

平22．1

平22．1

平22．1

平22．1

平22．1

平22．1

平22．1

平22．1

平22．1

平22．2

平22．2

平22．3

平22．3

平22．3

平22．3

平22．3

野生きのこ調査方法

災害に強い森づくり
ホンシメジ栽培方法

野生きのこ調査方法

野生きのこ調査方法
ホンシメジ栽培方法

ホンシメジ栽培方法

野生きのこ調査方法

野生きのこ観察方法
ヒラタケ栽培方法

針広混交林事業現地指導

針広混交林事業現地指導

ホンシメジ栽培方法

ホンシメジ栽培方法

ホンシメジ栽培方法
マツタケ山再生事業

災害に強い森づくり

災害に強い森づくり
ホンシメジ栽培方法

ホンシメジ栽培方法

災害に強い森づくり

野生きのこ調査方法
ホンシメジ栽培方法

緊急防災林整備

緊急防災林整備

緊急防災林整備

緊急防災林整備
里山林整備

緊急防災林整備

緊急防災林整備

野生きのこ調査方法

緊急防災林整備
ホンシメジ栽培方法

ホンシメジ栽培方法

ホンシメジ栽培方法

野生きのこ調査方法

里山林整備

三木山森林公園

宍粟市

神戸市北区
三木山森林公園

三木山森林公園

三木市

姫路市
三木山森林公園

新温泉町

川西市
丹波市

豊岡市

新温泉町
三木市

神戸市北区

猪名川町
佐用町
宍粟市

三田市

猪名川町
朝来市
三木山森林公園

神戸市北区

養父市
上郡町

三田市

豊岡市
たっの市

洲本市

香美町
三木山森林公園

豊岡市
加東市
三田市
三木市

三木山森林公園

西宮市

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

資源部

13　アドバイザー

寧＿＿夷 �>���������vR�鱒頼元 倩�����kﾂ�所　　属 

平21．4 俯8玖�9��,ﾈ5ｸ8ﾘ4x7�6(5h8x99�I�仄hｶ8橙�宍粟市 ��鞐)&ﾘﾗ2�木材利用部 
一平22．3 ��R�

平21．4 侈yj���Xｨ駅��Xﾝ�･�,仄ﾘ*)��,8*ﾘ.��h,��農政環境部 ���68椹|｢�資源部 
一平22．3 �*�*�.倬hｼhﾉ����X檍効蹴�

平21．12 －平22．3 俘)�ﾙxｩ�ｸ��愃ﾝ隍ｩJﾘ効醜檍効蹴�但馬木造住宅振興 協議会 ��H��'��木材利用部 

平22．1 佗ｹ{H�(ﾙ�tﾉ}��厭��餔Xﾉ�:(檍効蹴�兵庫森林管理署 伜)�8ﾆ��驟��資源部 
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14　研修生、見学者の受入

（1）トライやるウイーク

学校名 假9?ﾉ�ﾉ�B�内　　容 弍ｨ����ｭB�担当部署 

山崎東中学校 �)D��cYkﾂ�暫定、間伐、きのこの培地づくり ほか 兌ﾓ#��Ch�C��ﾃh�CR�資源部 普及担当 木材利用部 

県立山の学校 ��kﾂ�造園実習 兌ﾓ#��Cx�Ch�ﾃx�C���資源部 

（2）見学者の受入れ 

月 �ｩLｨ�侈乂x*ｨ益�ﾈ�｢�劍ｭhﾅx�(�侈H�8*ｨ益�ﾈ�｢�劍ﾘxﾇb�
県内 侈x､��海料・ 佗b�県内 侈x､��海外 佗b�県内 侈x､��海外 佗b�

4 �� �� �� �� �� �� 

5 �� �� �� �� �� �� 

6 �� �� ��C�� ��140 ��C�� ��140 

7 �� �� �� �� �� �� 

8 �� �� �� �� �� �� 

9 �� �� �� �� �� �� 

10 �� �� �� �� �� �� 

11 ��R� ��15 ��38 澱�44 ��R�38 澱�59 

12 �� �� �� �� �� �� 

1 �� �� ��4 ��4 ��4 ��4 

2 �� �� �� �� �� �� 

3 �� �� �� �� �� �� 

合計 ��R� ��15 ��C��42 澱�188 ��SR�42 澱�203 

15　資格・調査研修への講師派遣

なし

16　出版物等
・平成20年度　兵庫県立農林水産技術総合センター（森林林業編）年報

・ひょうごの農林水産技術一森林林業編－　No．55、56

・平成21年度　林業普及指導事業実施計画書

・林業普及指導職員活動実績（年輪第31集）

・ひょうご「伐採・搬出事業支援システム」の確立　一第二世代の提案型施業プランー　調査報告書

・林業用苗木の育成技術　一持続可能な林業のために一
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